
【資料 8】 

プログラムオフィサーの活動を支援するためのシステムの開発について 

 

 本研究班においては、新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業等におい

て研究を行う公募研究課題の研究代表者に対し、研究班会議開催についての情報

提供を依頼し、本研究課題研究代表者（森光）及び４名のプログラムオフィサーが分

担して出席可能な研究班会議に出席を行っている。 

 平成２５年９月に今回、本研究班においてプログラムオフィサーとして活動を依頼し

ている４名の研究者に集まって頂き、これまでのプログラムオフィサーとしての活動の

概括及び活動の質を高めるための方策について検討を頂いた。 

 以下が検討のまとめである。 

 

【プログラムオフィサーとしての活動の概括】 

 ・これまで当該研究事業のそれぞれの研究班に対して、出来る限り適切な助言がで

きるよう活動をしてきた。 

 ・また、評価委員会におけるコメント等を踏まえて助言も行ってきた。 

 ・研究班への助言は、研究班を支援する視点から行ってきた。 

 ・活動報告については、評価委員会での評価に十分に活用してもらいたい。 

 ・それぞれの研究班において、プログラムオフィサーの活動に対する認識度が上が

って来ている様子である。 

 ・プログラムオフィサーとして班会議に出席した場合、研究の進捗状況と研究班内

の連携については、必ず見る必要があるだろう。 

 

【今後の活動の質を高める方策について】 

 ・他のプログラムオフィサーの助言内容等について情報があった方がより質の高い

助言・支援が行える。 

 ・研究班会議に出席する場合、評価委員会からのコメントの他、過去に班会議に出

席したプログラムオフィサーがどのような報告をしているのかについて知っていれば、

よりよい助言・支援ができると考える。 

 ・今後、試行的に、研究班の状況について数値化した評価を検討してはどうだろう

か。 

  

 このようなプログラムオフィサーの活動に関する意見を頂いて、班会議情報を共有

し、プログラムオフィサー間では提出された報告書等の閲覧が可能となる Web システ



ムの開発を行った。 

 

【開発したシステムの特徴について】 

 

＜班会議情報の迅速な共有について＞ 

 

 班会議開催の連絡から開催までの短期間であったり、班会議開催時期が重なった

りすることなどから、プログラムオフィサーの出席調整が難しいことが生じている。ま

た、研究班の会議が複数回あるような場合には出来る限り同じプログラムオフィサー

に出席を依頼しているが調整が出来ない場合もある。 

 このようなことから、班会議開催の連絡を Web を通じて行い、プログラムオフィサー

の出席の調整が速やかに出来るようにした。また、研究班に関する基本的な情報や

班会議資料も出来る限り掲載できるようにすることで、会議出席前に必要な情報を速

やかに入手出来るよう工夫している。 

 

＜プログラムオフィサー間での報告書情報の共有について＞ 

 

プログラムオフィサー間において、他のプログラムオフィサーの活動状況及び報告

内容を共有することにより、研究班への助言・支援がより適切になると考えられる。 

 このことから、プログラムオフィサーが作成した報告書については、速やかに Web 上

に掲載し、他のプログラムオフィサーが閲覧可能となるように工夫している。 

 

＜今後のシステムの試用について＞ 

 このシステムについては、平成２６年早期より試用を開始する予定である。また、昨

年度同時期にシステム等に関して、プログラムオフィサーから意見をもらって改良を

加える予定である。 

 また、将来的には、評価委員やプログラムディレクターが班会議状況やプログラム

オフィサーの活動状況をリアルタイムに確認できるようなシステムとすることを検討し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 



 

参考：開発したシステムの詳細

 今回開発したシステムについて、以下のとおりその詳細を記載する。

① ログイン画面

 プログラムオフィサーに対して、

ステムとしている。

＜新規登録＞

新規登録は、主管理者である国立感染症研究所企画調整主幹が行う設定となっている。

参考：開発したシステムの詳細

今回開発したシステムについて、以下のとおりその詳細を記載する。

ログイン画面

プログラムオフィサーに対して、

ステムとしている。

＜新規登録＞ 

新規登録は、主管理者である国立感染症研究所企画調整主幹が行う設定となっている。

参考：開発したシステムの詳細

今回開発したシステムについて、以下のとおりその詳細を記載する。

ログイン画面 

プログラムオフィサーに対して、

ステムとしている。 

新規登録は、主管理者である国立感染症研究所企画調整主幹が行う設定となっている。

参考：開発したシステムの詳細 

今回開発したシステムについて、以下のとおりその詳細を記載する。

プログラムオフィサーに対して、ID

新規登録は、主管理者である国立感染症研究所企画調整主幹が行う設定となっている。

今回開発したシステムについて、以下のとおりその詳細を記載する。

ID とパスワードを配布して、限定した者のみが入るシ

新規登録は、主管理者である国立感染症研究所企画調整主幹が行う設定となっている。

今回開発したシステムについて、以下のとおりその詳細を記載する。

とパスワードを配布して、限定した者のみが入るシ

新規登録は、主管理者である国立感染症研究所企画調整主幹が行う設定となっている。

今回開発したシステムについて、以下のとおりその詳細を記載する。 

とパスワードを配布して、限定した者のみが入るシ

新規登録は、主管理者である国立感染症研究所企画調整主幹が行う設定となっている。

とパスワードを配布して、限定した者のみが入るシ

新規登録は、主管理者である国立感染症研究所企画調整主幹が行う設定となっている。

 
とパスワードを配布して、限定した者のみが入るシ

新規登録は、主管理者である国立感染症研究所企画調整主幹が行う設定となっている。 

 



 

② 班会議開催スケジュール

 プログラムオフィサーはログイン画面からすぐに班会開催スケジュールの画面をみるこ

とができる。

 

＜班会議開催の連絡＞

 班会議開催の連絡が事務局に入ると

ケジュール一覧に掲載されると同時に、プログラムオフィサーに対して、メールで班会議

が開催される旨自動的に連絡が入るシステムとなっている。

 

＜班会議出席の登録＞

 班会議開催の連絡を

ーの出席が可能とい

登録される。

 

③ 報告書の作成

 プログラムオフィサーは、班会議に出席後に下記の画面の“報告書作成

スをクリックして、報告書作成画面を出して記入をする。内容確認後に“送信”ボックス

をクリックすると報告書が事務局に送付される。

班会議開催スケジュール

プログラムオフィサーはログイン画面からすぐに班会開催スケジュールの画面をみるこ

とができる。 

＜班会議開催の連絡＞

班会議開催の連絡が事務局に入ると

ケジュール一覧に掲載されると同時に、プログラムオフィサーに対して、メールで班会議

が開催される旨自動的に連絡が入るシステムとなっている。

＜班会議出席の登録＞

班会議開催の連絡を

出席が可能とい

登録される。 

報告書の作成

プログラムオフィサーは、班会議に出席後に下記の画面の“報告書作成

スをクリックして、報告書作成画面を出して記入をする。内容確認後に“送信”ボックス

をクリックすると報告書が事務局に送付される。

班会議開催スケジュール

プログラムオフィサーはログイン画面からすぐに班会開催スケジュールの画面をみるこ

＜班会議開催の連絡＞ 

班会議開催の連絡が事務局に入ると

ケジュール一覧に掲載されると同時に、プログラムオフィサーに対して、メールで班会議

が開催される旨自動的に連絡が入るシステムとなっている。

＜班会議出席の登録＞ 

班会議開催の連絡を受けて、上記の班会議スケジュール一覧を見たプログラムオフィサ

出席が可能という場合には、上記の画面上の“出席”ボックスをクリックすると出席

報告書の作成 

プログラムオフィサーは、班会議に出席後に下記の画面の“報告書作成

スをクリックして、報告書作成画面を出して記入をする。内容確認後に“送信”ボックス

をクリックすると報告書が事務局に送付される。

班会議開催スケジュール 

プログラムオフィサーはログイン画面からすぐに班会開催スケジュールの画面をみるこ

班会議開催の連絡が事務局に入ると Web

ケジュール一覧に掲載されると同時に、プログラムオフィサーに対して、メールで班会議

が開催される旨自動的に連絡が入るシステムとなっている。

受けて、上記の班会議スケジュール一覧を見たプログラムオフィサ

う場合には、上記の画面上の“出席”ボックスをクリックすると出席

プログラムオフィサーは、班会議に出席後に下記の画面の“報告書作成

スをクリックして、報告書作成画面を出して記入をする。内容確認後に“送信”ボックス

をクリックすると報告書が事務局に送付される。

プログラムオフィサーはログイン画面からすぐに班会開催スケジュールの画面をみるこ

Web 登録の作業を行う。登録により上記の班会議ス

ケジュール一覧に掲載されると同時に、プログラムオフィサーに対して、メールで班会議

が開催される旨自動的に連絡が入るシステムとなっている。

受けて、上記の班会議スケジュール一覧を見たプログラムオフィサ

う場合には、上記の画面上の“出席”ボックスをクリックすると出席

プログラムオフィサーは、班会議に出席後に下記の画面の“報告書作成

スをクリックして、報告書作成画面を出して記入をする。内容確認後に“送信”ボックス

をクリックすると報告書が事務局に送付される。 

プログラムオフィサーはログイン画面からすぐに班会開催スケジュールの画面をみるこ

登録の作業を行う。登録により上記の班会議ス

ケジュール一覧に掲載されると同時に、プログラムオフィサーに対して、メールで班会議

が開催される旨自動的に連絡が入るシステムとなっている。 

受けて、上記の班会議スケジュール一覧を見たプログラムオフィサ

う場合には、上記の画面上の“出席”ボックスをクリックすると出席

プログラムオフィサーは、班会議に出席後に下記の画面の“報告書作成

スをクリックして、報告書作成画面を出して記入をする。内容確認後に“送信”ボックス

 

プログラムオフィサーはログイン画面からすぐに班会開催スケジュールの画面をみるこ

登録の作業を行う。登録により上記の班会議ス

ケジュール一覧に掲載されると同時に、プログラムオフィサーに対して、メールで班会議

 

受けて、上記の班会議スケジュール一覧を見たプログラムオフィサ

う場合には、上記の画面上の“出席”ボックスをクリックすると出席

プログラムオフィサーは、班会議に出席後に下記の画面の“報告書作成

スをクリックして、報告書作成画面を出して記入をする。内容確認後に“送信”ボックス

プログラムオフィサーはログイン画面からすぐに班会開催スケジュールの画面をみるこ

登録の作業を行う。登録により上記の班会議ス

ケジュール一覧に掲載されると同時に、プログラムオフィサーに対して、メールで班会議

受けて、上記の班会議スケジュール一覧を見たプログラムオフィサ

う場合には、上記の画面上の“出席”ボックスをクリックすると出席

プログラムオフィサーは、班会議に出席後に下記の画面の“報告書作成・修正”ボ

スをクリックして、報告書作成画面を出して記入をする。内容確認後に“送信”ボックス

プログラムオフィサーはログイン画面からすぐに班会開催スケジュールの画面をみるこ

 

登録の作業を行う。登録により上記の班会議ス

ケジュール一覧に掲載されると同時に、プログラムオフィサーに対して、メールで班会議

受けて、上記の班会議スケジュール一覧を見たプログラムオフィサ

う場合には、上記の画面上の“出席”ボックスをクリックすると出席

”ボック

スをクリックして、報告書作成画面を出して記入をする。内容確認後に“送信”ボックス



 

 

 

④ 報告書の閲覧

 プログラムオフィサーは、以下の画面の“報告書をみる”のボックスをクリックするこ

とにより、他のプログラムオフィサーが提出した報告書をみることができる。

 

以上 

報告書の閲覧

プログラムオフィサーは、以下の画面の“報告書をみる”のボックスをクリックするこ

とにより、他のプログラムオフィサーが提出した報告書をみることができる。

 

報告書の閲覧 

プログラムオフィサーは、以下の画面の“報告書をみる”のボックスをクリックするこ

とにより、他のプログラムオフィサーが提出した報告書をみることができる。

プログラムオフィサーは、以下の画面の“報告書をみる”のボックスをクリックするこ

とにより、他のプログラムオフィサーが提出した報告書をみることができる。

プログラムオフィサーは、以下の画面の“報告書をみる”のボックスをクリックするこ

とにより、他のプログラムオフィサーが提出した報告書をみることができる。

プログラムオフィサーは、以下の画面の“報告書をみる”のボックスをクリックするこ

とにより、他のプログラムオフィサーが提出した報告書をみることができる。

プログラムオフィサーは、以下の画面の“報告書をみる”のボックスをクリックするこ

とにより、他のプログラムオフィサーが提出した報告書をみることができる。

プログラムオフィサーは、以下の画面の“報告書をみる”のボックスをクリックするこ

とにより、他のプログラムオフィサーが提出した報告書をみることができる。 

 

 

プログラムオフィサーは、以下の画面の“報告書をみる”のボックスをクリックするこ

 


